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那珂市長

市民と共に活力あふれるまち
として飛躍

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
よ
り
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
日
本
国

際
博
覧
会
、
東
京
世
界
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
な
ど
、
国
内
外
か
ら
注
目
を
集

め
た
催
し
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
、
昭
和

百
年
、
戦
後
80
年
と
い
う
激
動
の
時
代

を
改
め
て
振
り
返
る
節
目
の
年
で
あ
り

ま
し
た
。
一
方
で
、
全
国
各
地
で
自
然

災
害
が
猛
威
を
振
る
い
、
生
活
必
需
品

の
価
格
高
騰
が
続
く
な
ど
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
や
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
、
１
月
の

市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
に
て
、
市

政
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

新
た
な
名
誉
市
民
と
し
て
白
土
松
吉
氏

を
顕
彰
い
た
し
ま
し
た
。
国
際
交
流
で

は
、
国
際
親
善
姉
妹
都
市
で
あ
る
オ
ー

ク
リ
ッ
ジ
市
と
の
交
流
35
周
年
を
記
念

し
、
関
係
者
を
お
招
き
し
て
式
典
を
開

催
し
た
ほ
か
、
一
昨
年
に
友
好
交
流
協

定
を
締
結
し
た
台
南
市
を
往
訪
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
さ
ら
な
る
交
流
を
目

指
す
な
ど
、両
市
と
の
つ
な
が
り
が
一

段
と
進
展
し
ま
し
た
。

11
月
に
は
県
植
物
園
が

日
本
初
の
泊
ま
れ
る
植

物
園「
ザ 

ボ
タ
ニ
カ
ル 

リ
ゾ
ー
ト 

林
音
」と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、市
の

観
光
や
産
業
分
野
、交
流
人
口
の
拡

大
に
向
け
て
大
変
心
強
い
出
来
事
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
、市
で
は
、那
珂
IC

周
辺
地
域
を
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化

と
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

令
和
10
年
度
の
開
業
を
目
指
し
て「
道

の
駅
」の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
道
の
駅
と
県
植
物
園
が
相
互
に

効
果
を
高
め
あ
い
、
地
域
経
済
を
循
環

さ
せ
る
原
動
力
と
し
て
、
市
の
豊
か
な

資
源
や
特
性
を
最
大
限
に
い
か
す
と

と
も
に
、
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
誇
り
の
象

徴
と
な
る
よ
う
、皆
さ
ま
と
共
に
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
、
本
市
が
持
つ
可
能
性
を
い

か
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
住
み
よ
さ

を
実
感
し
、
未
来
へ
の
希
望
が
持
て
る

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
し
て
飛
躍
で

き
る
よ
う
、
市
政
運
営
に
邁ま
い
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、

本
年
が
健
や
か
で
幸
多
き
一
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



那珂市議会議長

木野　広宣

輝かしい未来へ、
力強く踏み出す一年

新年のご挨拶
2026年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
年
頭
に
当
た
り
、
市
議
会
を
代
表

し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か

し
い
令
和
８
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
市
議
会

活
動
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援

と
ご
理
解
を
賜
り
、
議
員
一
同
、
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
際
的

な
不
安
定
要
素
が
依
然
と
し
て
残
る

中
、
社
会
情
勢
は
絶
え
ず
変
化
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
顕
在
化
し
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
日
本
の
厳
し
い

財
政
状
況
、
物
価
高
騰
な
ど
で
は
、
地

域
経
済
や
市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
も
日
常
生
活
の
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
影
響
を
受
け
、
ご
苦
労

さ
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
本
年
は
こ

う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え
、
さ
ら
な
る

発
展
を
目
指
す
重
要
な
一
年
に
な
る
と

強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
本
年
の
干
支
は
午う
ま
年
で
あ
り

「
勢
い
よ
く
、
明
る
い
未
来
へ
向
か
っ

て
進
む
年
。旧
来
の
や
り
方
を
見
直
し
、

新
た
な
改
革
の
芽
を
育
む
年
」
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、「
飛
躍
」

や「
発
展
」の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
の
と
お
り
、
市
議
会
と
し
ま

し
て
も
時
代
の
流
れ
を
捉
え
、
さ
ら
な

る
飛
躍
と
改
革
を
推
進
で
き
る
よ
う

一
つ
一
つ
の
課
題
に
向
き
合
い
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
「
開
か
れ

た
議
会
」
推
進
の
た
め
、
引
き
続
き
４

つ
の
常
任
委
員
会
に
よ
る
「
議
員
と
語

ろ
う
会
」
な
ど
を
開
催
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め

る
機
会
を
設
け
、
そ
の
思
い
を
市
政
に

反
映
さ
せ
る
べ
く
活
発
な
議
論
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の

持
続
的
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

の
た
め
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
、
活
力
に
満
ち
た
地
域
経
済
の
活

性
化
、
災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
の
実

現
に
向
け
、
誠
心
誠
意
職
務
に
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

結
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
、
本
年
が
健
や
か

で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。



那珂第１地区民生委員児童委員協議会
菅谷地区

飯 塚　 利 夫 鷺内（1・5・11・16・18～20・25・27班）
加 藤　 一 夫 鷺内（2～4・6～10・23・26班）
海 野　 順 子 鷺内（12～15・17・21・22・24 班）
宮 田　 清 司 東組（2・6・10・14・20・21・23・27・30・33・34・38班）
飛 田　 利 夫 東組（3・7・9・13・15～19・22・26・37・39班）
関 　 登 東組（1・4・5・8・11・12・24・25・28・29・31・32・35・36班）
横 山　 修 一 寄居
澤 幡　 美 明 仲之内（湊街道を境に東側 1・2・4・5・10・11班）
佐 藤　 庸 一 仲之内（湊街道を境に西側 3・6～9班）
萩 谷　 雅 巳 堀之内（国道349号バイパス東側）
田中　香都子 堀之内（国道349号バイパス西側）
後 藤　 妙 子 下宿下
横須賀　敏子 下宿上（12～28班）
林　 喜 代 美 下宿上（1～10班、市営かしま台住宅）
川 村　 礼 子 かしま台（国道349号バイパス東側）　
髙橋　ふじ子 かしま台（国道349号バイパス西側）
藤井　ちえみ 菅谷中宿（東区18～ 24・27 ～ 31・38・46 班）
川﨑　三津子 菅谷中宿（西区（水郡線西側））
石 﨑　 泰 子 菅谷中宿（中央区 1～8・13・15～17・25・26・36・37・47班）
大 柴　 正 義 上宿第１（1・2班、水郡線西側）
引 田　 芳 夫 上宿第１（3～5班、竹ノ内1・2 丁目）
藤 咲　 豊 久 上宿第２
小笠原　恭子 上宿第３（1～6・12～16 班、組外）
都 筑　 浩 子 上宿第３（7～11・17・18・20・21班）
栗原　不二麿 一の関（2・3・5・6・9・10・12・15・17・18・21・23・25・27～31班）
鯉 渕　 節 夫 一の関（1・7・8・11・13・14・16・19・20・22・24・26・30班）
今 川　 順 子 ときわ台
高 橋　 良 一 原福田
石 川　 絹 江 仲福田
尾 崎　 春 美 下福田

五台地区
増 子　 勝 己 野仲（野中、駒潜、田代、茨野）
會 澤　 春 美 上宿（新地、宮脇、上宿）
稲 場　 正 美 後台中宿（中宿、大佛、下新地、西原）
川村　きよみ 田向（田向、津田）
亀 山　 達 哉 後台第三（下野）
千 葉　 淑 子 後台第三（出水、冨士山）
根 本　 和 子 中台第一（旧国道349号西側）
石 川　 順 一 中台第一（旧国道349号東側、中台津田の一部）
中 山　 友 子 中台なみき（北側、旧国道349号東側）
下田中　葉子 中台なみき（南側（旧国道349号東側を除く）、中台第一の一部）
大 森　 晃 子 中台津田（那珂湊那珂線北側、後台の一部）
根本　清一郎 東木倉
金 子　 節 子 西木倉
木 村　 惠 子 豊喰

民生委員
児童委員
が改選されました

※�民生委員・児童委員名簿は令和７年
12月１日現在のものです。

問社会福祉課生活福祉Ｇ
☎ 029‐298‐1111

　民生委員・児童委員は、厚生労働大
臣が委嘱する、身近な相談相手です。
任期は３年で、令和７年 12月１日か
ら104人の委員（うち新任 28人）が
市内の各地区で活動を始めました
（一部地区は選考中）。
　活動内容は、障がいのあるかた、
寝たきりや１人暮らしの高齢のかた、
母子父子世帯のかたなど地域の皆さ
んから生活上の相談を受け、行政な
どの関係機関との「つなぎ役」を担う
ことです。
　また、中学校区ごとに委嘱される
主任児童委員は、児童福祉に関する
ことを専門に相談を受けています。
　お困りのことがありましたら、気
軽にご相談ください。

（敬称略）
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那珂第２地区民生委員児童委員協議会瓜連地区民生委員児童委員協議会

主任児童委員

神崎地区
海 老 澤　 藤 夫 本米崎（四堰、海後、仲田、塙）

選考中 本米崎（久保、松原）
小田内　佐智子 向山（入向山、表向山、笠松、保登内）
圷 　 弘 子 横堀（道高、所の内、隣友、野所内、重楽）
肥 田　 朋 子 横堀（上記を除く）
住 谷 　 明 堤
大 森 　 隆 杉（杉東4・6～8班、杉南）
海 野　 ま ち 子 杉（杉北、杉西、杉東1～3・5班）

瓜連地区
黒 澤　 博 静（下組、中組、新地組）
塙　 雅 子 静（東組、上組、北城各組）

寺 門　 悦 子 下大賀（�長堀組、中通り組、表組、西
組、久保組）

秋 山　 伸 子 下大賀（�前新地組、荒谷組、馬場各組、
駅前各組）

大 和 田　 一 瓜連上（1～7・16～20 班）
西 野　 直 枝 瓜連上（8～ 15班）
林　 恵 美 子 瓜連中（1・3・7・8・10・11 班）
小 林　 秀 夫 瓜連中（2・4～6・9・12 班）
関 田　 明 子 瓜連下（1～10班）
佐 藤　 倫 子 瓜連下（11～17班）
大 部　 市 郎 古徳（1～5班）
橋 本　 芳 宣 古徳（6～11班）
寺 門　 茂 中里（1～7・21・22 班）
橋 本　 智 子 中里（8～10・12～17 班）
髙 畑　 淳 鹿島（台組、中組、西 1・2 班）
井 坂　 朝 香 鹿島（東組、北組）
菊 池　 信 義 平野第１（1～12班）
木 村　 弘 平野第１（13～23班）
佐 藤　 洋 一 平野第２（1～8班）
平 野　 雅 彦 平野第２（9～14班）
武 藤　 廣 平野第３（1～8班）
長 谷 川　 豊 平野第３（9～14班）

那珂第１地区民生委員児童委員協議会
大 森　 弘 道 那珂一中学区（五台小、菅谷西小）
勝 山　 信 行 那珂四中学区（菅谷小、菅谷東小）

那珂第２地区民生委員児童委員協議会
山 﨑　 利 一 那珂二中学区（横堀小、額田小）
秋 山　 裕 子 那珂三中学区（芳野小、木崎小）

瓜連地区民生委員児童委員協議会
寺 門　 清 一

瓜連中学区（瓜連小）
河 西　 勲

額田地区
佐 久 山　 榮 額田第一（永井、柄目、新地）
関 　 律 子 額田第二（下宿、本後、上の町）
樫 村　 善 和 額田第三（下之町、坂下、向山南）
佐 川　 弘 子 額田第三（高岡）
加 藤　 信 子 額田第四（小堤、仲之町、横宿町、天王）
鈴 木　 一 浩 額田第五（新道、古宿）
岩 佐 　 弘 額田第六（天神町、森戸、畑中）

戸多地区
越 路　 明 子 若宮、中谷原
茅 根　 美 惠 子 宿
髙 根 　 薫 立石
根 本　 洋 子 田崎、大内
飛 田　 悦 子 下江戸

芳野地区
山 崎　 晴 美 飯田（旧１区）
宮 﨑　 正 雄 飯田（旧２区）
小 田 倉　 正 飯田（旧６区）
細 谷　 ひ さ 子 鴻巣（木戸、本郷上、本郷中、鴻巣住宅）
小 澤　 ま す み 鴻巣（上記を除く）
秋 葉 　 泉 旭
綿 引　 久 子 戸崎東（松並、文洞、北山、松の口）
檜 山　 寿 男 戸崎西（西組、南組、北組）

木崎地区
箕 川　 京 子 鹿島、白河内
萩 谷　 幸 子 門部台
勝 山　 明 美 門部圷、下河原
圷　 富 美 子 北酒出、内宿
田 中　 尚 子 新宿

１月 13日号5
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市では、施策や事務事業の評価検証を重ね、
その結果を公表することで、行政サービスの
質の向上を図るとともに、透明性の高い行政
運営を進めています。
そのために、「施策評価」「事務事業評価」
を行うとともに、行財政改革懇談会委員によ
る「行政活動外部評価」を実施しています。
見つかった課題などの改善を図り、経費の
削減だけではなく、時代に即した事業の展開
ができるよう、行財政改革に継続して取り組
んでいきます。

詳細はこちらから

行政評価結果の詳細については、市ホームページおよび市立図書館で公表しています。
市では、今後も引き続き、市が行う活動について市民の皆さんにも「自分ごと」として身近に考えて
いただくことができるよう、透明性の高い開かれた市政運営を推進していきます。

行政評価結果について

事務事業評価
結果

施策評価
結果行政評価 行政活動外部評価

結果

問行財政改革推進室　☎ 029‐298‐1111

行政評価の取り組み
について公表します７

市が実施する行政評価に関し、市民などの外
部からの意見を取り入れながら、評価の客観性
や透明性を確保することを目的としています。
令和７年度は第２次那珂市総合計画後期基
本計画の政策「第２章　安全で快適に暮らせ
るまちづくり」および「第５章　活力あふれ
る交流と賑わいのまちづくり」の施策の中か
ら、行財政改革懇談会委員の協議により、２
施策を選定して実施しました。

行政活動外部評価
令和７年度行政活動外部評価の結果

施策の名称 外部評価結果

健康で快適に過ごせる生活環境の
保全を図る

おおむね
適正な評価が
行われている主管課 環境課

活力ある農業の振興を図る おおむね
適正な評価が
行われている主管課 農政課

体系に基づく計画

事務事業評価

施策評価

将来像
の実現

政策

施策

事務事業

目的 手段

手段目的

那珂市の行政評価



各
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が 

主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
、

「
協
ま
ち
・
カ
フ
ェ
」
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
市
民
自
治
組
織
や

市
民
活
動
団
体
が
行
っ
て
い
る
活

動
の
様
子
を
ポ
ス
タ
ー
で
紹
介
し

た
り
、
飲
み
物
や
お
菓
子
を
楽
し 

め
る
ブ
ー
ス
を
設
置
し
た
り
し
て
、

来
場
さ
れ
た
か
た
が
た
が
交
流
を

深
め
る
様
子
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

各
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
歌

や
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、

抽
選
会
の
催
し
物
や
農
産
物
の
直

売
会
、
小
中
学
生
主
体
の
模
擬
店

も
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
た
く
さ
ん
の
か
た
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

協まち・カフェ
問市民協働課市民活動Ｇ　☎ 029‐298‐1111

2025菅☆まち☆カフェ（市立図書館エントランス・両宮遊歩道）
11２

菅谷地区

2025 瓜連ふれあい祭（総合センターらぽーる）
1116

瓜連地区

額田ふれあいまつり（額田小学校）
11２

額田地区

第15回ごだいふれあいまつり（ふれあいセンターごだい）
11９

五台地区

第９回戸多まつり（戸多地区交流センター・戸多体育館）
11２

戸多地区
かんざきまつり（横堀小学校）

11８
神崎地区

第３回ふれあいよしのまつり（ふれあいセンターよしの）
1116

芳野地区

木崎ふれあいまつり2025（木崎地区交流センター）
11
９

木崎地区

１月 13日号7
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相
談

お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

く
ら
し

法
律
相
談

日
時
▼
３
月
10
日
㈫
午
後
１
時
～
５
時

　
　
　
３
月
24
日
㈫
午
後
１
時
～
４
時

場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）１
階
相
談
室

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

相
談
方
法
▼
電
話
ま
た
は
面
談
（
申
込
時

に
お
選
び
く
だ
さ
い
）

相
談
員
▼
弁
護
士　

費
用
▼
無
料
（
相
談
１
回
30
分
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、電
話
（
要
予
約
）

申
込
開
始
日
▼
２
月
４
日
㈬

※
同
じ
事
案
の
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

�　
　
市
民
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

問
�申行

政
書
士
相
談

日
時
▼
３
月
18
日
㈬
午
後
１
時
～
４
時

場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）１
階
相
談
室

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
ま

た
は
法
人

相
談
内
容
▼
遺
言
、
相
続
や
契
約
、
許
認

可
申
請
な
ど
、
各
種
手
続
き
に
つ
い
て

相
談
員
▼
行
政
書
士

費
用
▼
無
料
（
相
談
１
回
30
分
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、電
話
（
要
予
約
）

申
込
開
始
日
▼
２
月
４
日
㈬

�申
問
市
民
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

日
時
▼
２
月
６
日
㈮
午
前
11
時

場
所
▼
市
内
全
域
（
防
災
行
政
無
線
の
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
お
よ
び
各
家
庭
の
戸
別
受

信
機
か
ら
放
送
）

放
送
内
容
▼

◦
防
災
行
政
無
線
上
り
チ
ャ
イ
ム

◦「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
」
×
３
回

◦「
こ
ち
ら
は
、
防
災
な
か
で
す
」

◦
防
災
行
政
無
線
下
り
チ
ャ
イ
ム

※
自
動
的
に
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、

一
部
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も
同
様
の
内
容
が
配

信
さ
れ
ま
す
。

問
防
災
課
防
災
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

空
き
家
で
の
給
水
管
の

劣
化
や
凍
結
に
よ
る
漏

水
が
増
え
て
い
ま
す

漏
水
の
予
防
方
法
▼

⃝

長
期
間
水
道
を
使
わ
な
い

場
合
、
水
道
の
休
止
手
続
き

を
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

⃝

住
宅
管
理
の
た
め
に
開
栓

し
て
お
く
場
合
、不
在
時
は

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を

閉
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

漏
水
が
起
こ
っ
た
場
合
▼
市
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。（
費
用
は
個
人
負
担
）

※
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
名
簿

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
水
道
課
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

※
漏
水
発
生
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
申
請

に
よ
り
水
道
料
金
の
減
額
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

水
道
の
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

問
水
道
課
（
瓜
連
支
所
）

☎
０
２
９
‐
２
９
６
‐
１
９
４
１

工
事
・
修
理
に
関
す
る
こ
と

問
水
道
課
工
務
・
管
理
Ｇ
（
瓜
連
支
所
）

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

漏
水
減
額
に
関
す
る
こ
と

問
水
道
課
総
務
Ｇ
（
瓜
連
支
所
）

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

２
月
は
企
業
支
援

「
テ
ー
マ
別
」よ
ろ
ず

相
談
強
化
月
間
で
す

期
日
・
相
談
内
容
▼

①�

２
月
４
日
㈬　
デ
ザ
イ
ン
関
係（
ロ
ゴ・

チ
ラ
シ
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
）

②�
２
月
12
日
㈭　
商
標
・
特
許
・
実
用
新

案
や
新
技
術
開
発
関
係

③�

２
月
18
日
㈬　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
販

路
拡
大
関
係

④�

２
月
25
日
㈬　
そ
の
他
（
経
営
改
善･

創
業
な
ど
）

時
間
▼
午
前
９
時
～
正
午

場
所
▼
い
ぃ
那
珂
オ
フ
ィ
ス
「
い
ぃ
那
珂

Ｉ
Ｊ
Ｕ
‐
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
」（
市
商
工
会
２
階
）

対
象
者
▼
市
内
の
中
小
企
業
・
創
業
を
お

考
え
の
か
た

相
談
員
▼
ひ
た
ち
な
か
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
県
支
援
機
関
の
各
専
門
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

費
用
▼
無
料
（
１
グ
ル
ー
プ
90
分
）

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
限
▼
開
催
日
前
日

そ
の
他
▼
強
化
月
間
以
外
で
も
、
水
・
木

曜
日
の
午
前
９
時
～
正
午
に
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
（
事
前
予
約
制
）。
市
役

所
（
本
庁
）
会
議
室
で
の
相
談
や
、
オ
ン

ラ
イ
ン
、
訪
問
相
談
も
可
能
で
す
。
詳
細

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�申
問
商
工
観
光
課
商
工
観
光
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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医
療
費
通
知
を

送
付
し
ま
す

　
那
珂
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
療
機

関
を
受
診
し
た
世
帯
全
員
の
医
療
費
の
総

額
が
示
し
て
あ
る
医
療
費
通
知
を
世
帯
主

宛
て
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
医
療
費
通

知
は
、国
民
健
康
保
険
や
皆
さ
ん
の
健
康

に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
お
送
り
す
る
お
知
ら
せ
で
す
。

送
付
時
期
▼

⃝

令
和
７
年
１
月
～
10
月
診
療
分

　
２
月
上
旬

⃝

令
和
７
年
11
月
～
12
月
診
療
分

　
３
月
下
旬

医
療
費
控
除
の
申
告
に
つ
い
て

　
医
療
費
通
知
は
、
医
療
費
控
除
の
明
細

書
と
し
て
、
確
定
申
告
な
ど
の
医
療
費
控

除
の
申
告
に
使
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

２
月
に
届
く
医
療
費
通
知
は
、
令
和
７
年

１
月
か
ら
10
月
ま
で
の
診
療
分
の
記
載
と

な
り
ま
す
。
11
月
以
降
に
医
療
を
受
け
ら

れ
た
場
合
は
、
領
収
書
を
も

と
に
別
途
医
療
費
控
除
の
明

細
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
他
、
医
療
費
控
除

の
申
告
に
関
す
る
こ
と
は
、

直
接
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
課
保
険
・
年
金
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

問
太
田
税
務
署（
医
療
費
控
除
に
関
す
る
こ
と
）

☎
０
２
９
４
‐
72
‐
２
１
７
１

市
役
所
日
曜
開
庁
休
止

休
止
日
▼
２
月
22
日
㈰

※
シ
ス
テ
ム
切
り
替
え
の
た
め

※
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
搭
載
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
か
た

は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
で
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証

明
書
な
ど
が
取
得
可
能
で
す
。

問
市
民
課
戸
籍
・
窓
口
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
を
交
付
し
ま
す

　
障
が
い
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
市
長
の

認
定
を
受
け
た
か
た
は
、
所
得
税
・
市
県

民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

対
象
者
▼
満
65
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
か
た
の
う

ち
、
要
介
護
認
定
に
係
る
要
介
護
認
定
調

査
票
お
よ
び
主
治
医
意
見
書
の
内
容
（
寝

た
き
り
度
・
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
の
項
目
）
が
一
定
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
た

※
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
か

た
は
、
手
帳
の
提
示
で
控
除
が
受
け
ら
れ

る
た
め
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付

持
ち
物
対
象
者
お
よ
び
申
請
者
の
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

※
申
請
書
は
、
介
護
長
寿
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

※
認
定
書
は
、
即
日
交
付
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
確
定
申
告
時
に
認
定
書
が
必
要
で
す

の
で
、
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�申
問
介
護
長
寿
課
介
護
保
険
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

民
生
委
員・児
童
委
員
の
訪
問
調

査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

対
象
▼
お
近
く
に
親
族
が
お
住
ま
い
で
な

い
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み

の
世
帯
な
ど

内
容
▼
要
支
援
者
の
把
握
や
緊
急
時
の
対

応
、各
種
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
訪
問
調
査
で
す
。

翌
年
度
の
高
齢
者
台
帳
※
の
更
新（
作
成
）

に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
ま
す
。

※
高
齢
者
台
帳
と
は
、ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
な
ど
の
住
所
や
生
年
月
日
、緊

急
連
絡
先
、か
か
り
つ
け
医
な
ど

を
記
録
し
て
お
く
シ
ー
ト
で
す
。

調
査
員
▼
お
住
ま
い
の
地
区
を
担
当
す
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員

問
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

お
む
つ
に
係
る
費
用
の

医
療
費
控
除
対
象
者
の

確
認
書
を
交
付
し
ま
す

　

傷
病
に
よ
り
お
お
む
ね
６
か
月
以
上
寝

た
き
り
状
態
で
医
師
の
治
療
を
受
け
て
お

り
、
治
療
上
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
と
き
は
、お
む
つ
に
係
る
費
用

を
所
得
税・
市
県
民
税
の
医
療
費
控
除
の

対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
▼
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
お
り
、
要
介
護
認
定
に
係
る
主
治
医

意
見
書
の
内
容（
寝
た
き
り
度・尿
失
禁
の

可
能
性
の
項
目・失
禁
へ
の
対
応
の
項
目
）

が
一
定
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
た

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
か
た

は
、医
師
が
発
行
す
る「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」（
有
料
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費
控
除
を

初
め
て
申
告
す
る
か
た
、令
和
５
年
以
前
の

分
に
つ
い
て
申
告
す
る
か
た
は
、要
件
が
異

な
り
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付

持
ち
物
対
象
者
お
よ
び
申
請
者
の
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

※
申
請
書
は
、
介
護
長
寿
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

※
確
認
書
の
交
付
に
は
１
週
間
程
度
を
要

し
ま
す
。
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確

定
申
告
時
に
確
認
書
が
必
要
で
す
の
で
、

必
ず
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�申
問
介
護
長
寿
課
介
護
保
険
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１



10

催
し

那
珂
の
ひ
な
ま
つ
り

雛
人
形
展
―
つ
る
し
び
な
と
の
共
演
―

期
間
▼
２
月
７
日
㈯
～
３
月
８
日
㈰

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所
▼
歴
史
民
俗
資
料
館
（
月
曜
日
を
除

く
。
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

内
容
▼
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
の
明
治

か
ら
現
代
ま
で
の
雛
人
形
お
よ
び
キ
ル

テ
ィ
ー
工
房
と
那
珂
つ
る
し
び
な
の
会
が

作
成
し
た
つ
る
し
び
な
の
展
示

入
館
料
▼
無
料

問
歴
史
民
俗
資
料
館

（
な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋｙ
Ｆ
Ｍ
公
園
内
）

☎
０
２
９
‐
２
９
７
‐
０
０
８
０

※
月
曜
日
休
館（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

つ
る
し
び
な
の
展
示

期
間
▼
２
月
７
日
㈯
～
３
月
８
日
㈰

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所
▼

◦
那
珂
市
曲
が
り
屋

◦�

歴
史
民
俗
資
料
館
（
月
曜
日
を
除
く
。

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

入
館
料
▼
無
料

協
力
▼
キ
ル
テ
ィ
ー
工
房

問
那
珂
つ
る
し
び
な
の
会

小
森
☎
０
９
０
‐
１
２
０
６
‐
５
６
１
１

物
品
販
売

期
日
▼
期
間
中
の
金・土・日
曜
日
お

よ
び
２
月
11
日
㈬
、12
日
㈭
、23
日
㈪

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
最
終
日
は
午
後
２
時
ま
で
）

場
所
▼
那
珂
市
曲
が
り
屋

内
容
▼
手
作
り
布
小
物
・
ミ
ニ
つ
る

し
び
な
・
つ
る
し
び
な
布
地
セ
ッ
ト

の
販
売

学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
会

日
時
▼
２
月
15
日
㈰
午
前
10
時

内
容
▼
展
示
を
見
な
が
ら
、
ひ
な
ま

つ
り
に
関
す
る
意
外
と
知
ら
れ
て
い

な
い
話
を
披
露
し
ま
す
。

（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

小
型
家
電・小
型
充
電
式
電
池

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置

設
置
場
所
▼

⃝

市
役
所（
本
庁
）１
階
総
合
案
内
付
近

⃝

瓜
連
支
所
１
階
ロ
ビ
ー
付
近

回
収
対
象
例
▼

小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、携
帯
電
話
、電
話
機
、

ド
ラ
イ
ヤ
ー
、ゲ
ー
ム
機
、ヘ
ッ
ド
ホ
ン
、

再
生
機
器
な
ど

小
型
充
電
式
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス

ニ
カ
ド
電
池
、
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど

利
用
上
の
注
意
▼

⃝

火
災
の
原
因
と
な
る
た

め
、
小
型
家
電
は
、
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
の
バ
ッ

テ
リ
ー
類
を
外
し
て
か
ら
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

⃝

膨
ら
ん
で
い
る
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
は
、

入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
環
境
セ
ン
タ
ー
に
直

接
搬
入（
有
料
）す
る
か
、
ま
た
は
市
役
所

（
本
庁
）４
階
環
境
課
に
お
持
ち
込
み（
無

料
）く
だ
さ
い
。

⃝

小
型
充
電
式
電
池
の
金
属
端
子
部
分
に

は
テ
ー
プ
を
貼
り
、
絶
縁
し
て
か
ら
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

⃝

個
人
情
報
は
、
消
去
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝

一
度
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
た
も
の
は
、
原

則
と
し
て
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

問
環
境
課
環
境
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

災
害
時
に
備
え
て
ス

ト
ー
マ
装
具
を
市
役

所
に
保
管
で
き
ま
す

対
象
者
▼
市
内
に
在
住
、在
勤
、在
学
の
オ

ス
ト
メ
イ
ト
で
、
保
管
を
希
望
す
る
か
た

保
管
す
る
も
の
▼
個
人
が
日
常
的
に
使
用

し
て
い
る
ス
ト
ー
マ
装
具（
１
週
間
分
程
度
）

保
管
期
間
▼
１
年
間

※
装
具
の
使
用
期
限
お
よ
び
継
続
の
意
思

確
認
の
た
め
、１
年
ご
と
に
更
新
し
ま
す
。

※
保
管
期
間
を
過
ぎ
た
装
具
は
、
処
分
し

ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

※
保
管
更
新
の
通
知
は
し
ま
せ
ん
。

預
け
入
れ
方
法
▼
窓
口
受
付

※
保
管
用
の
装
具
を
持
参
し
、
台
帳
に
必

要
事
項
を
記
入

災
害
時
の
対
応
▼
避
難
し
た
市
指
定
の
避

難
所
で
、
待
機
し
て
い
る
市
職
員
に
装
具

の
輸
送
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
普
段
か
ら
災
害
用
持
ち
出
し
品
の
１
つ

と
し
て
、装
具
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

�申
問
社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１



Ｇ…グループ 　
�申…申し込み・申請・応募・届出
問…問い合わせ　

…Ｅメール

２月の休日当番医

茨城子ども
救急電話相談

＃ 8000
050‐5445‐2856

茨城おとな
救急電話相談

＃ 7119
050‐5445‐2856

救急電話相談（24 時間 365 日）

日 医療機関名 電話番号

1 ルリア記念クリニック 029‐
296‐3333

８ 塙内科消化器科 029‐
295‐2110

11 岩上記念病院 029‐
296‐2066

15 河野胃腸科外科 029‐
295‐5386

22 岡田クリニック 029‐
270‐8188

23 鈴木呼吸器科内科 029‐
353‐2811

▶那珂キッズクリニック小児科（小児科）
　１・８・22 日      ☎ 029‐212‐5630

▶時間　9：00 ～ 11：30
※必ず受診前に電話でご確認ください。

   医療情報ネット（ナビイ）
全国の医療機関・薬局の情報
を検索できます。

※３月 1 日
　ののがき脳神経外科クリニック  
　　　　　　　　　　 ☎029‐352‐0555

市役所　日曜開庁・木曜窓口延長
【日曜開庁】
時間／ 8：30～12：00、13：00～17：15
業務／住民票の写しの交付など
※２月 22 日は休止
問市民課戸籍・窓口G　 ☎ 029‐298‐1111
【木曜窓口延長】
時間／ 17：15 ～ 19：30
対応課／�市民課、税務課、収納課、
	 介護長寿課、社会福祉課、
	 保険課、こども課

１月 13日号11

市
立
図
書
館
落
語
会

日
時
▼
２
月
15
日
㈰

　
　
　
午
前
11
時
～
正
午

場
所
▼
市
立
図
書
館
２
階
会
議
室

内
容
▼
茨
城
大
学
落
語
研
究
会
お
よ
び
図

書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
落
語
会

定
員
▼
30
人（
申
し
込
み
不
要
、当
日
先
着
順
）

入
場
料
▼
無
料

問
市
立
図
書
館

☎
０
２
９
‐
３
５
２
‐
１
１
７
７

絵
画
サ
ー
ク
ル
「
楽
画
会
」作
品
展

期
間
▼
２
月
６
日
㈮
午
前
11
時
～
13
日
㈮

午
後
３
時
（
２
月
９
日
㈪
を
除
く
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
市
立
図
書
館
１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

展
示
作
品
▼
水
彩
画
、
油
絵　

講
師
▼
塙
冨
士
夫
氏
、
渡
辺
正
則
氏　

問
絵
画
サ
ー
ク
ル
「
楽
画
会
」

藤
☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
２
０
３
１

額
田
城
と
額
田
小
野
崎
氏
の

歴
史
を
学
ぶ
会
歴
史
講
座
③

額
田
城
の
構
造
と
役
割

日
時
▼
２
月
14
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ
り

講
師
▼
高
橋
裕
文
氏
（
歴
史
学
博
士
）

定
員
▼
60
人
（
申
し
込
み
不
要
、
当
日
先

着
順
）

参
加
費
▼
３
０
０
円（
資
料
代
）

問
額
田
城
と
額
田
小
野
崎
氏
の
歴
史
を
学

ぶ
会

☎
０
９
０
‐
４
６
０
５
‐
２
６
１
３

障
害
者
就
職
面
接
会

期
日
▼
２
月
25
日
㈬

時
間
▼
午
後
１
時
～
３
時
30
分
（
受
付
開

始　
午
後
０
時
30
分
）

場
所
▼
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
（
水

戸
市
宮
町
１
‐
６
‐
１
）

申
込
期
間（
予
定
）▼
１
月
中
旬
～
２
月
18

日
㈬

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸
専
門
相
談
部
門

☎
０
２
９
‐
２
３
１
‐
６
２
２
１

※
音
声
案
内
に
従
い「
４
３
＃
」を
選
択

県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院
総
合
実
務
科

令
和
８
年
度
前
期
生
入
学
選
考

訓
練
期
間
▼
４
月
７
日
㈫
～
９
月
17
日
㈭

（
６
か
月
）

場
所
▼
県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院
水

府
町
校
舎（
水
戸
市
水
府
町
８
６
４
‐
４
）

訓
練
内
容
▼
Ｏ
Ａ
実
技
、販
売
、
清
掃
実

技
、
社
会
適
応
訓
練
、
企
業
実
習
、
就
職

支
援

資
格
▼
軽
度
の
知
的
障
が
い
の
あ
る
か
た

定
員
▼
10
人

授
業
料
▼
無
料
（
作
業
服
代
な
ど
は
別
途

実
費
負
担
）

申
込
期
限
▼
２
月
12
日
㈭

入
学
選
考
日
▼
２
月
20
日
㈮

※
申
込
方
法
や
対
象
者
な
ど
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院
総
合
実

務
科

☎
０
２
９
‐
３
０
０
‐
５
２
２
１



募
集

12

市
営
住
宅
定
期
募
集

鴻
巣
住
宅

　
木
造
平
屋（
長
屋
）
１
戸

所
在
地
▼
鴻
巣
１
３
０
０

建
築
年
度
▼
平
成
10
年
度

設
備
▼
給
湯
・
浴
槽
あ
り

間
取
り
▼
２
Ｄ
Ｋ

月
額
家
賃
▼
１
万
４
６
０
０
円
～

　
　
　
　
　
２
万
１
７
０
０
円

※
月
額
家
賃
は
、入
居
者
の
世
帯
収
入
や
住

宅
の
条
件
に
よ
っ
て
毎
年
度
決
定
し
ま
す
。

※
駐
車
場
１
台
分
あ
り（
月
２
千
円
）。

入
居
申
込
者
資
格
▼

◦
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
で
あ
る
こ
と

水
戸・歴
史
に
学
ぶ
会
講
演
会

藤
田
東
湖
の
獄
中
記

︱
先
輩
蔵
奉
行
秋
山
魯
堂
を
称
え
る
―

日
時
▼
２
月
22
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や

講
師
▼
仲
田
昭
一
氏

定
員
▼
１
０
０
人（
申
し
込
み
不
要
、
当

日
先
着
順
）

参
加
費
▼
３
０
０
円
（
資
料
代
な
ど
）

問
水
戸
・
歴
史
に
学
ぶ
会
事
務
局

☎
０
９
０
‐
８
０
３
８
‐
２
０
８
７

那
珂
の
歴
史
を
考
え
る
会
歴
史
講
座

那
珂
地
域
の
歴
史
の
謎
を
追
究
す
る
⑪

日
時
▼
２
月
15
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分　
場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す

が
や　
内
容
▼「
額
田
鈴
木
家
に
嫁
い
だ
万

妃
は
光
圀
の
養
女
か
実
の
娘
か
」

講
師
▼
高
橋
裕
文
氏
（
歴
史
学
博
士
）

定
員
▼
60
人　

参
加
費
▼
３
０
０
円（
資

料
代
）　
申
込
方
法
▼
電
話

�申
問
那
珂
の
歴
史
を
考
え
る
会

☎
０
９
０
‐
１
５
５
９
‐
６
１
０
２

第
１
３
０
回
記
念

水
戸
の
梅
ま
つ
り

水
戸
の
梅
ま
つ
り

期
間
▼
２
月
11
日
㈬
～
３
月

22
日
㈰

場
所
▼

偕
楽
園
（
水
戸
市
常
磐
町
１
‐
３
‐
３
）

弘
道
館
（
水
戸
市
三
の
丸
１
‐
６
‐
29
）

入
園
料
▼
偕
楽
園　
３
２
０
円

　
　
　
　
弘
道
館　
４
２
０
円

※
小
中
学
生
、
満
70
歳
以
上
は
半
額

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト「
偕
楽

園UM
E The Lights2026

」

期
日
▼
２
月
13
日
㈮
～
３
月

15
日
㈰
の
金
・
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

時
間
▼
午
後
６
時
～
８
時
30
分

場
所
▼
偕
楽
園

費
用
▼
前
売
券
８
０
０
円
、当
日
券
千
円

※
小
中
学
生
は
半
額

※
詳
細
は
、
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
水
戸
市
観
光
課

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
１
１
１
１

那
珂
市
公
共
施
設
等
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
第
２
期
行

動
計
画（
案
）に
対
す
る
意

見
を
募
集
し
ま
す

公
表（
閲
覧
）お
よ
び
意
見
の
募

集
期
間
▼
２
月
３
日
㈫
～
３
月
２

日
㈪

公
表（
閲
覧
）の
場
所
▼
市
役
所
（
本
庁
）３

階
管
財
課
、瓜
連
支
所
、市
立
図
書
館
行
政

資
料
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法
▼
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
、

窓
口
受
付
（
電
話
・
口
頭
不
可
）

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
必
ず
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。（
様
式
自
由
）

意
見
の
取
り
扱
い
▼
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
考
え
方
は
、
意
見

募
集
期
間
終
了
後
に
資
料
の
公
表
と
同
方

法
で
公
表
し
ま
す
。

※
個
別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

�申
問
管
財
課
住
宅
・
公
共
施
設
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

ＦＡＸ
０
２
９
‐
２
９
８
‐
０
１
１
２

〒
３
１
１
‐
０
１
９
２　

福
田
１
８
１
９
‐
５

kanzai@
city.naka.lg.jp

２月３日
から公開▶

根
本
正
顕
彰
会
公
開
講
座

帝
国
議
会
議
事
録
に
見
る
根
本
正
の
活
躍

ー 

最
初
の
根
本
正
の
胸
像
を
作
っ
た
大

熊
氏
廣 

ー

日
時
▼
２
月
15
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
２
階
講
座
室

講
師
▼
横
地
富
子
氏
（
本
会
副
会
長
）

参
加
費
▼
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

問
根
本
正
顕
彰
会

仲
田
☎
０
９
０
‐
８
０
３
８
‐
２
０
８
７

那
珂
混
声
合
唱
団
発
足
40
周
年

記
念
チ
ャ
リ
テ
イ
ー
フ
ラ
ワ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
▼
２
月
８
日
㈰
午
後
１
時
30
分

（
開
場　
午
後
１
時
）　
場
所
▼
総
合
セ
ン

タ
ー
ら
ぽ
ー
る
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
混
声
合
唱
組
曲
ス
テ
ー
ジ
、
ア
カ

ペ
ラ
ス
テ
ー
ジ
、
思
い
出
の
曲
ス
テ
ー
ジ

入
場
料
▼
無
料

後
援
▼
市
、
市
教
育
委
員
会

問
那
珂
混
声
合
唱
団

大
森
☎
０
９
０
‐
６
９
３
５
‐
９
８
６
７
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◦�

単
身
入
居
を
希
望
す
る
場
合
は
、
次
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

　
①
満
60
歳
以
上
の
か
た

　
②�

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
～
４
級
）、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１
～

３
級
）、療
育
手
帳
（
Ⓐ
、Ａ
、Ｂ
、Ｃ
）

の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
た
か
た

　
③
生
活
保
護
受
給
者
の
か
た　
な
ど

◦�

県
税
・
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

◦
申
込
者
お
よ
び
同
居
人
が
暴
力
団
の
構

　
成
員
で
な
い
こ
と

◦�

現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
こ
と

◦�

収
入
月
額
が
次
の
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と

　
・
一
般
世
帯　
　
　
15
万
８
千
円

　
・
裁
量
階
層
世
帯
※　

21
万
４
千
円

※
裁
量
階
層
世
帯
…
障
が
い
の
あ
る
か

た
や
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る
世

帯
、ま
た
は
入
居
者
が
60
歳
以
上
で
、
か

つ
、
同
居
者
の
い
ず
れ
も
が
60
歳
以
上
も

し
く
は
18
歳
未
満
の
世
帯

入
居
者
の
選
考
方
法
▼
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
（
抽
選
日　
２
月
27
日
㈮
）

※
詳
細
は
、後
日
申
込
者
に
通
知
し
ま
す
。

入
居
指
定
日
▼
３
月
31
日
㈫
（
予
定
）

申
込
期
間
▼
２
月
４
日
㈬
～
18
日
㈬

※
募
集
戸
数
は
、
令
和
７
年
12
月
８
日
現

在
の
も
の
で
す
。

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
管
財
課
住
宅
・
公
共
施
設
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

太
極
拳
き
ん
も
く
せ
い

初
心
者
募
集

　
太
極
拳
の
ゆ
っ
た
り
し
た
動
き
と
深
い
呼

吸
で
心
身
を
整
え
ま
せ
ん
か
。
年
齢
性
別
を

問
わ
ず
ど
な
た
で
も
で
き
る
健
康
運
動
で
す
。

日
時
▼
第
１
～
３
木
曜
日
（
月
３
回
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ご
だ
い

指
導
者
▼
小
林
早
苗
氏（
楊
名
時
八
段
錦・

太
極
拳
師
範
）

費
用
▼
月
会
費　
千
円

　
　
　
年
会
費　
３
千
円

申
込
方
法
▼
電
話

※
見
学
・
体
験
歓
迎
し
ま
す
。

�申
問
太
極
拳
き
ん
も
く
せ
い

有
馬
☎
０
８
０
‐
３
４
０
６
‐
０
１
０
５

髙
羽
☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
３
７
９
３

根
本
☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
２
８
０
５

ウ
ェ
ン
ズ
デ
イ
英
会
話
教
室

受
講
生
募
集

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
楽
し
く
日

常
英
会
話
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
は
見

学
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
▼
第
２
、４
水
曜
日

時
間
▼
午
後
７
時
30
分
～
９
時

場
所
▼
市
中
央
公
民
館

会
費
▼
月
３
５
０
０
円

申
込
方
法
▼
電
話

�申
問
ウ
ェ
ン
ズ
デ
イ
英
会
話
教
室

本
田
☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
７
０
１
６

全国生活習慣病予防月間（2/1 ～ 2/28）　幸せは足元から　多く動いて健康を実感

令
和
８
年
度

県
立
水
戸
南
高
等
学
校

通
信
制
課
程
生
徒
募
集

資
格
▼

⃝

一
般
入
学　
中
学
校
も
し
く
は
こ
れ
に

準
ず
る
学
校
を
卒
業
ま
た
は
令
和
８
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
か
た

⃝

編
入
学　
高
等
学
校
な
ど
に
在
籍
し
て

い
た
が
、
現
在
在
籍
し
て
お
ら
ず
、
18
単

位
以
上
を
修
得
し
て
い
る
か
た

⃝

転
入
学　
現
在
高
等
学
校
に
在
籍
し
て

い
て
、
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
18
単

位
以
上
修
得
で
き
る
見
込
み
の
あ
る
か
た
。

進
路
変
更
、
一
家
転
住
な
ど
や
む
を
得
な

い
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
た

申
込
期
間
▼

⃝

編
入
学
・
転
入
学

　
２
月
27
日
㈮
～
３
月
３
日
㈫
⃝

一
般
入
学（
新
入
学
）

　
３
月
９
日
㈪
～
19
日
㈭

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�申
問
県
立
水
戸
南
高
等
学
校
（
通
信
制
）

☎
０
２
９
‐
２
４
７
‐
４
２
８
４

水
戸
市
白
梅
２
‐
10
‐
10



選挙のギモンや知りたいことにお答えします！

選挙いろいろＱＡ

Ａ

＆

Ｑ寄付の禁止とは何ですか？

誰かじゃない　自分で決める　その一票
令和７年度 選挙常時啓発キャッチコピー 最優秀作品　　わかすぎ学園第四中学校９年 伊東 ここなさんの作品

　政治家（現職の政治家や候補者、これから立候補しようとしている人をいいます）は、選挙区内の人
などに対して寄付をすること（政治団体や親族に対するものおよび政治教育集会などに関する必要やむ
を得ない実費の補償を除きます。なお、この場合であっても、食事は提供できません）は禁止されてい
ます。
　また、第三者が政治家を名義人とし、選挙区内の人たちに対する寄付をすることや、政治家の後援団
体が選挙区内の人たちに対し行う寄付も、同様に禁止されています。
　もちろん、選挙人も政治家に対し、寄付を求めることはできません。

病気見舞い

※政治家本人が結婚披露宴、葬式などに自ら出席してその場で行う場合は、罰則が適用されない場合があります。

お中元やお歳暮
お祭りへの
寄付や差入れ

地域の行事やスポーツ
大会への寄付や差入れ

葬式の
花輪、供花

落成式、
開店祝い
などの花輪

入学祝いや卒業祝い 結婚祝いや香典※

問 �市選挙管理委員会　☎ 029‐298‐1111

禁止される政治家の寄付の例

14



情報掲示板 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮまちの動き

●火災・救急件数【11月分】
　火災▶	 4 件（	 26 件）
　救急▶	 237 件（	2505 件）
※（　）は令和7年累計
問市消防本部　☎ 029‐295‐2111

●人口【令和7年12月１日現在】
　人口▶ 52,598 人	 （－	 41）
　　男▶ 25,840 人	 （－	 24）
　　女▶ 26,758 人	 （－	 17）
世帯数▶ 23,769 世帯	（	 0）
※（　）内は前月比　

●交通事故件数【11月末現在】
　人身事故▶	 81件
　負 傷 者▶	103人
　死  者▶	 3人

問那珂警察署　☎ 029‐352‐0110
※交通事故・犯罪ともに令和7年累計

●犯罪件数【11月末現在】
　刑法犯認知件数▶	 296件
　　　住宅侵入窃盗▶	14件
　　　自 動 車 盗▶	 1件
　　　車上ねらい▶	30件
　　　自 転 車 盗▶	34件

今号の表紙

午
うま
年にちなみ、馬がまつられる
市指定文化財の駒

こまがた
形神社本殿を

撮影しました。表紙の彫刻は約
230年前に作られたそうです。

危険箇所の情報提供の協力に関する協定を締結

問土木課維持管理G　☎ 029‐298‐1111

　令和 7年 12 月 19 日、茨城第一交通㈱および丸金タクシー㈲と、道路損傷
等による危険箇所の情報提供の協力に関する協定を締結しました。
　この協定により、市内をくまなく運行するタクシー運転手を通じて市道にお
ける危険箇所の情報提供を受け、早急な復旧措置などを実施することにより、
事故を未然に防ぎ、安心で安全な道路環境を確保することを目指します。

那珂市障がい児者親の会から寄贈

問社会福祉課障がい者支援G　☎ 029‐298‐1111

　令和７年 11
月 25 日、那珂
市障がい児者親
の会から寄せ植
えのプランター
を寄贈いただき
ました。

　会員の皆さんが植えてくださった色とりどりのアリッサムやパンジーで市役
所を彩っています。市役所（本庁）正面玄関左に展示していますので、ぜひご覧
ください。

救助用ゴムボートを更新

　令和７年度東消防署救助用ゴムボートを更新しました。
　令和７年 10月 27 日より運用開始し、水害や水難救助に対応できる最新鋭

問市消防本部警防課　☎ 029‐295‐2115

の資機材です。これからも市民の生命、身体および財産を災害
から守るため活躍していきます。

１月 13日号15

広告掲載のお申し込みは、行財政改革推進室まで。　※広告の内容は、市が保証や推奨をするものではありません。
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元 気 な 顔 ‼

GE

NKINAKA OH!!

お子さんの写真を広報なかに掲載してみませんか？
ご応募お待ちしています。

【応募内容】　市内にお住まいの未就学※のお子さんの写真
　　　　　　※令和７年４月２日現在

【応募方法】　�市ホームぺージ内の申し込みフォームから、
お気に入りの一枚を送付してください。

応募はこちらから

住谷 悠
ゆ う ま

真さん 木村 璃
り つ

斗さん渡辺 心
こ こ は

葉さん

田中 恵
え み

咲さん 御舩 康
こ う た

太さん塩畑 遥
は る か

香さん

問シティプロモーション推進室　☎ 029‐298‐1111


